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学んだことを自由に書きましょう！

１限目：土砂災害について学ぼう！

土砂災害ってなに？

見学ポイント①

土砂災害の種類

日本は自然豊かな国です。その反面、さまざまな自然災害が起こります。

そのひとつに土砂災害があります。

大雨が降ったりして、山や住宅地にある急な斜面がくずれて、土や岩が水といっしょになって私たち

におそいかかってくるのが、土砂災害です。

①土石流

山からくずれてきた土や岩が水と

いっしょになって、ものすごい勢

いで流れ落ちてくるものです。

その流れの速さは規模によって異

なりますが、時速20～ 40kmとい

う速度で一瞬のうちに家や畑など

を壊してしまします。

②地すべり

斜面が広い範囲にわたって動く現

象です。家や田畑を乗せたまま大

地がゆっくりと動くこともありま

すが、突然いっきに何メートルも

動くことがあります。そのため、

たくさんの家や田畑などが壊され

てしまいます。

③がけくずれ

雨や地震などによって、急な斜面

がくずれる現象です。

前ぶれもなく、一瞬のうちに起こ

ることが多いため、家がこわれて

逃げおくれて亡くなる人が多いの

です。

砂防情報センター

中央アルプスのなりたちやくらしを守る砂防について、模型や映像

などで知ることができます。

あめ太郎

あめ太郎ではさまざまな強さの雨を車に

乗って濡れずに体験することができます。

雨の強さと土砂災害の関係

「あめ太郎」では、10 ～ 180mm

の 6 段階の雨を体験すること

ができます。

災害がおきる雨の強さを経験

してみよう。

土砂災害は大雨や雨が降り続くと発生しやすくなります。

土砂災害から身を守るためには雨の量（雨量 )に注意する必要があります。

１時間 20 ミリ以上、降りはじめてから 100 ミリ以上になると土砂災害が起きる可能性が高くなります。

雨量を自分で知るためには

どんな方法があるでしょう。

辰野町 あかはね

長野市 じづきやま

松本市 あずみ
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正断層

２限目：伊那谷の地形と地質を学ぼう（１）

伊那谷はどのようにしてできたのか

見学ポイント②

地球が生まれてから約 46 億年。大陸の移動、火山の活動、川の働き、気象などさまざまな影響をうけ

ながら、気の遠くなるような年月を経て現在のすがたに変わってきました。

伊那盆地ができ始めたのは、今から 250 万年くらい前からで、南アルプスが先に高くなり始め、中央

アルプスが高くなったのはずっとあとからです。

太古の扇状地面

「巨石公園」の対岸に見える高さ 40 ～ 50ｍのところに薄っすらと

見える線はおよそ 2万年前の扇状地面と考えられています。

7～ 5万年前ごろ地球は氷河期をむかえ、2万年前ごろは再び暖かく

なったと言われています。氷河はとけて少しづつ下方へ移動し、そ

のときに山肌をけずりました。そうして扇状地がつくられたと考え

られますが、どのようにつくられたのでしょうか？

いろんな種類の地層

が重なって地面は、

できているよ。

左の写真を見ると、谷をさかいにして東と西で地質が異なっていること

が分かります。このさかい目を走っている断層を中央構造線といいます。

アジア大陸の東のふちで日本列島

の土台が少しずつ成長してきた。

日本海ができつつあった。

多く見られる島は大陸のかけら。

海面が低下し、日本列島は朝鮮半島

や樺太と陸つづきになっていた。

２５０万年前

①天竜川が流れ始める。

天竜川が流れ始めたころは、山がなく、

太平洋まで、ひと続きの広い平野だった。

５０万年前

③南アルプスが上昇したため巨大扇状地で盆地がうまる。

南アルプスが先に上昇を始めた。そこから、運び出された砂やれき

が盆地を埋めて大きな扇状地をつくった。伊那盆地は扇状地で広く

平らにつながった。

５万年前

④中央アルプスのはげしい上昇が始まる。

中央アルプスはあとになって勢いよく上昇を始め、ぐんぐん高く

なった。山すそは盆地と山脈の境目のため断層ができた。中央ア

ルプスはどんどんけずられて、砂やれきをつくり、山すそにたく

さんの扇状地をつくった。

現　在

⑤山と盆地の地形が今のようにできあがる。

日本の屋根といわれる南アルプス、中央アルプスの上昇はますま

す続いて断層もたくさんできた。山脈だけでなく、盆地全体も上

昇し、盆地の中にも断層ができた。

小渋川のつくった

巨大扇状地

三峰川がつくった

巨大扇状地

みそべた層で

うまってしまった伊那盆地

天竜川と飯田

太平洋

中央アルプス

山すその断層

山すその扇状地

断層で扇状地が切れて

できた崖

川がほりこんで

段丘をつくっている

山すその断層

盆地の中の断層

１００万年前

②“みそべた層”で伊那盆地がうまってしまう。

伊那盆地が生まれて少したったとき、諏訪・岡谷方面に

はげしい火山の噴火があった。流れ出した火山泥流は一夜

のうちに盆地をうめつくした。

①それぞれの岩の色や形はどうなっているか調べてみよう

②日本地図を使って中央構造線が通っているところを調べてみよう

断層とは、地殻変動（地震・火山活動など）によって地層や岩石

にひび割れができて、これを境にして、両側の地層や岩石が、ず

れて食い違いができたものです。

ショートケーキをフォークで真っ二つにするような感じをイメー

ジすると解りやすいかもしれません。

受ける力の向きによって、ずれかたにも種類があります。

断層って何？ 逆断層
圧縮の力

引っ張りの力
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２限目：伊那谷の地形と地質を学ぼう（２）

伊那谷のいろいろな地形

見学ポイント③

大地は、気の遠くなるような長い年月の間に、自然のさまざまな活動によって地形を変えてきました。

そうした地形は私たちの身近な場所でも見つけることができます。

空から見た伊那谷には、扇を広げたような形をした地形や、階段のような地形が何段もできている場

所があります。どのようにできたのか考えてみましょう。

七名石

「切石公園」を中心に「七名石」と呼ばれる７つの巨石が点在してい

ます。どのようにしてこんな巨石が駒ヶ根高原に運ばれてきたでしょ

うか。

またこの７つの石にはそれぞれ名前がつけられていますが、どんな

意味があるのでしょうか。

中沢から赤穂方面を見る

③川の流れが左右に移動し

ながら土砂をためていくた

め、土地がおうぎ形になる。

①山がけずられ、土砂が川に

よって下流に運ばれている。

②山から平地に出ると川の

水の勢いがへり、運ばれて

きた土砂が底にたまる。

①山地の土砂が平地に運ばれ

扇状地ができる。

②扇状地を流れる川（支流）は川底

の土砂を削りとって天竜川本川に運

ぶ。中央アルプスは断層で土地を切

りながらはげしく上昇する。

③扇状地の土砂はやわらかい

ため短期間で深い谷をつく

り、田切地形となる。

扇状地のでき方

田切地形のでき方 赤穂地域赤穂地域赤穂地域

7～5万年前ごろになると地球は氷河期に入ったといわれています。気温は低下し、高い山は氷河でおおわ

れるようになりました。

氷河期が終わり、2万年前ごろから地球はふたたび暖かくなったといわれて

います。氷河は下流へ少しずつ流れ、そのときに岩盤をけずって、

巨石（大きな石のかたまり）を下流へと運んでいったと考えられ、

そのとき、氷河が岩盤を大きくけずりとってできたお椀状の地形を

カールといいます。千畳敷カールや濃ヶ池カールは、中央アルプス

の代表的なカールです。

特に千畳敷カールは木曽山脈（中央アルプス）の中で最も大きいカール

です。

　また、氷河期が終わり地球が暖かくなっていくと、それにともなって

雨が多くなり、川の流量も増えました。こうした気候の変化の結果、こ

の地域では、土石流がたびたび起きていたと考えられます。

　この土石流が更なる扇状地をつくったと考えられ、駒ヶ根高原にある

七名石や下流の太田切川内の巨石なども、この時期の土石流によって運

ばれたものと考えられます。

学んだことを自由に書きましょう！

巨石のなぞをさぐる

千畳敷カール

濃ヶ池カール

Ａ

Ｂ

Ａ：氷河が運んだ巨レキ
Ｂ：土石流が運んだ巨レキ

河床大礫

「河床大礫」は、およそ 60 立方メートル（＝縦 5× 横 4×高さ 3m）

もある大きな木曽駒花崗岩です。木曽駒花崗岩の比重は 1 立方メー

トルあたり 2.76 トンであることから、「河床大礫」の重さはおよそ

166 トンにもなります。これはおよそ 2 万年前の土石流によって運

ばれたものと言われています。当初は「太古の扇状地面」と同じ高

さほどにあったと思われますが、扇状地が太田切川の浸食作用に

よって深く掘りこまれ、今の位置にあるのだと思われます。

巨石を運んだ氷河と土石流
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ため池って何？

２限目：伊那谷の地形と地質を学ぼう（３）

大沼湖ができるまで

見学ポイント④

実は、大沼湖は自然にできた湖ではなく、人がつくった人工の湖です。

中央アルプスから流れ出る水は夏でも大変冷たいため、そのまま田畑に引いてしまうと農作物の生長に

悪影響をおよぼします。そこで昔の人は、水をいったんため池にためて温めてから田畑に引くように工

夫しています。

また、池の背面にある山は古い時代に地すべりを起こしていたようで、斜面には円弧状の崖があります。

すべり落ちた土砂は小山のように盛り上がるので、山側には窪地ができ、一の沢水系の水と自然湧水に

より昔から一面の湿地帯で、大沼と呼ばれていました。

昔の人はこの窪地を利用してため池をつくったようです。

大沼湖

大沼湖は自然にできた湖ではなく、人がつくった人工

の湖だということを知っていますか。

昔の人はなぜこのような大きな湖をつくる必要があっ

たのでしょうか？

またこの湖はいつ頃、どのようにしてつくられたので

しょうか？

馬の放牧がさかんだった駒ヶ根高原

市道山手線を持ち上げた光前寺断層

駒ヶ根高原では、中世や近世には馬の放牧がさかんに行われていたようです。

駒ヶ根高原を挟むように流れる太田切川も中田切川も、田切地形と呼ばれる深い谷をつくっていて、川岸は急

な崖になっています。また、下流には断層がつくったとされる崖（断層崖）もあります。つまり駒ヶ根高原は、

柵などつくらなくても馬が逃げる心配のないという、放牧にはちょうどよい土地だったのではないでしょう

か。　　

土石流の危険がある太田切川ぞいの土地が、秣場として活用されていたのはそのためと考えられます。

光前寺裏から大沼池・駒ヶ池の一体を菅ノ平と呼ばれていました。菅ノ平は光前寺の集落から一段と高くなっ

ています。光前寺前から大沼池に上るには、30ｍ余の標高差をもつ坂を登る必要があります。

また、菅ノ平北側の主要地方道駒ヶ根・駒ケ岳公園線の駒ヶ根公園ちびっこ広場から駒ヶ池へ上る坂道の標

高差は約10ｍもあります。菅ノ台一帯の東面にある坂道は、光前寺断層が動いた時の山側の土地が隆起して

できた低断層崖なのです。光前寺断層は太田切川扇状地が後で動いている活断層であるといえます。

侵食とは

水・氷・空気の流れによって、

地表が削られること

堆積とは

水・風・氷などによって移動し

た岩石の破片や生物の遺骸が、

最後に水底や地表に静止し、集

積する現象。

農作物を育てるために、「水」は欠かすことができません。

ため池とは、雨が少ない時期でも水を使えるように貯めておく人工の貯水池のことです。

ため池は全国に約２１万箇所もあります。地形が急で、短く流れが速い河川が多い我が国では、農業用水

を確保するために、古くから、多くのため池が造られてきました。

ため池はさまざまな役割を果たしています。普段気づかないものもありますが、もし、ため池がなくなると、

私たちの生活は大きく変わってしまうかもしれません。ため池を新たに造り直すと、２０兆円もかかります。

古くから受け継がれてきたため池をみんなで守りましょう。

  

大沼池の地すべり復元図(松島信幸原図)
地すべり域を示す地形図

大沼池

光前寺

0　　　　100　　　200(m)

写真：文政年間（1818～1829年）の太田切川流域の古図（駒ヶ根市立博物館所蔵）

秣場

太田切川

秣場とは

牛や馬の食料にするための草を刈り

取る草地のことです。

市道山手線が走る中央アルプス山麓（菅ノ台の入口から中田切川まで）

光前寺西の林が光前寺断層の断層崖（約30ｍ）

はさ

げんめ いなだに ちけい ちしつ まな

しぜん みずうみ じんこう

ごろ

のうさくぶつ せいちょう

あくえいきょう あた く

はいめん しゃめん えんこじょう がけ

どしゃ も くぼち いちのさわすいけい しぜんゆうすい

しんしょく

ちひょう けず

たいせき

いどう

はへん いがい

せいし しゅう

せき げんしょう

のうさくぶつ か

じき た ちょすいち

かしょ

かくほ

やくわり は ふだん

つく なお

う つ

おおぬまこ

ほうぼく

おおたぎりがわ なかたぎりがわ たぎりちけい かわぎし

がけ だんそう だんそうがい

さく に

まぐさば

しょくりょう

すがのだいらこまがいけ しゅうらく

ひょうこうさ

しゅようちほうどう　こまがね こまがたけ

こうぜんじだんそう

りゅうき

ていだんそうがい おおたきりがわせんじょうち かつだんそう
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学んだことを自由に書きましょう！

＜災害体験談＞

３限目：太田切川（天竜川）での過去の災害を調べよう！

伊那谷の特徴

見学ポイント⑤

伊那谷ではこれまで何度も土砂災害が発生し、大きな被害が出ています。

なぜ伊那谷は土砂災害によわいのでしょう？

地域で起こった土砂災害

土石流の小山

土石流の小山は、古代～中近世の土石流の跡（土石流の石や土砂が

積もってできたもの）と考えられています。

駒ヶ根高原一帯は、太田切川が山地から平地に出る場所に土石流が

堆積した土石流扇状地です。

太田切川流域では、こうした土石流の堆積が氷河期から現代まで続

いています。

家族の人にも過去に災害

にあったことがあるか聞

いてみましょう。

昭和 36 年（1961 年）

崩壊した大西山（手前は小渋川）

駒ヶ根市中沢 大洞の惨状

遠山川の氾濫で浸水した

南信濃村中心部昭和通り

平成 15 年（2003 年）昭和 40 年（1965 年）

太田切川で発生した土石流により

土砂で埋まった発電所施設

自然のようす

○人が多く住む平らな土地まで急な山の斜面が
　せまっている

○たくさんの断層やわれ目があり、地質的にもろい

○天竜川支流河川のこう配が急で流れが速い

○全ての水が天竜川に集中する

○天竜川では川幅がせまくなっているところがある

人の生活

○川の近くに家が建ち、町がつくられている

○森林を管理する人が少なくて山があれている

災害を経験された方のお話を聞いてみましょう

３６災害・新宮川流域の被害（駒ヶ根市　新宮川）

昭和３６年６月２７日、梅雨前線による集中豪雨、時間雨量４０mm。

「駒ヶ根市中沢の新宮川の流域だけで死者５名、被災所帯１１９戸、被災人

員５５８名、被害総額は３０億９０００万円にのぼる大災害となりました。

崖くずれは大松尾・戸倉山で３９０ヶ所にのぼり、土石流は立木をそのまま

押し流し橋や岩にぶつかってふくれあがり、新宮川を一気に下っていきました。」

どせきりゅう こやま

おおたぎりがわ てんりゅうがわげんめ か　こ さいがい しら

どせきりゅう

どせきりゅう

どせきりゅうせんじょうち

どせきりゅうこやま

たいせき

げんだい

とおやまがわ はんらん しんすい

みなみしなのむら ちゅうしんぶ しょうわどお はっせい

う はつでんしょしせつ
ほうかい おおにしやま こしぶがわ

だんそう

た

かんり

ばい なが

すぺ てんりゅうがわ

てんりゅうがわ

しゅうちゅう

かわはば

はやてんりゅうがわしりゅうかせん

ちしつてき

おお す きゅう

きゅう

しゃめん

どしゃさいがい

どしゃさいがい

ひがい

つづひょうがき

こだい あと

さんち へいち

つ

こまがねこうげんいったい おおたぎりがわ

おおたぎりがわりゅういき

どしゃ

ひさいしょたい ひさい じん

いん

がけ おおまつお とぐらやま たちき

お なが いっき

ひがいそうがく

ばいうぜんせん しゅうちゅうごうう じかんうりょう

ちゅうきんせい

い な だ に

ちいき お どしゃさいがい

とくちょう

さいがい

さいがい ひがい こまがねし

なかざわ

しんみやがわりゅういき

りゅういき

しんみやがわ

しんみやがわ

けいけん かた

さいがいたいけんだん

はなし き

まな じゆう か

駒ヶ根　新宮川
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４限目：土砂災害を防ぐために行われている取り組みについて

砂防えん堤

見学ポイント⑥

砂防えん堤とは、洪水時に上流から流れてくる土砂をくい止め、その後少しずつ下流に流す施設のこと

です。目的に応じて、さまざまな種類のえん堤が活躍しています。

太田切床固工群

太田切川の中に石を積んだような構造物があります。これは床固工

と呼ばれる砂防施設です。「砂防」とは土砂災害を防ぐ仕事のことで

す。太田切川流域では、大雨による土石流でたびたび被害を受ける

ことがあり、そのため、土砂災害を未然に防ぐことを目的に砂防施

設をつくっています。どのような種類があり、どのようにして土砂

災害をふせぐのでしょうか？

床固工

川のこう配が急なところでは、増水時に水の力により堤防や川底がけずら

れます。またけずられた土砂は下流に流されこう配がゆるいところに堆積

して川の水があふれる原因になります。このようなことを防ぐために、こ

う配が急な川底を階段のようにして、水が流れるスピードを遅くします。

砂防えん堤がないと、大量

の土砂が一気に下流まで流

れ出ます。

砂 防 え ん 堤 を 造 る

と、上流から流れて

くる土砂がたまり、

川の流れをゆるくし

ます。

大雨などにより土砂が

流れてきた場合、砂防

えん堤はさらに多くの

土砂を一時的にため

て、土石流を防いでい

ます。

一時的にためられた土砂は、

その後の川の流れによって

徐々に下流へ流し出され、②

の状態に戻ります。たまった

土砂を人の手によってに取り

のぞくこともあります。

11
33

22

44

砂防えん堤のはたらき

砂防えん堤の種類

砂防えん堤設置前 土石流にそなえて

洪水の時は

洪水のあとは

鋼製砂防えん堤

鋼製の筒の中に現地の石をつめてつくられ

たえん堤。小規模の土石流を通過させ巨石

や流木だけをせき止めます。

アーチ式砂防えん堤

土砂による摩擦を防ぐため、表面に切石

を張りつめています。

重力式コンクリート砂防えん堤

床固工のはたらき

大河原床固工群（大鹿村）

洪水や土砂の氾濫を防止するため河岸に赤松を植えた「川除林」

の面影を太田切川と天竜川の合流点付近に見ることができます。

元禄四年（1961年）、二十数歩にわたり植林されました。この

年は長雨や洪水がおこり、伊那谷に大きな被害がありました。

「川除林」は、たくさんの木を植えて根を張らせ水害に備えた

人々の知恵だったのです。

学んだことを自由に書きましょう！

太田切床固工群を

よく観察してみよう！

自然環境に配慮している

ことが分かるよ。

げんめ おこなふせ と くどしゃさいがい

おおたぎりとこがためこうぐん

おおたぎりがわりゅういき

つ こうぞうぶつ とこがためこう

さぼうしせつ

たいりょう

つく

もど

じょじょ

じょたい

こうずい

とこがためこう

せっちまえ

こうずいじ どしゃ しせつ

こうずい

こうずい

どしゃ はんらん ぼうし かわぎし あかまつ う

う

かわよけばやし

かわよけばやし

おもかげ おおたぎりがわ てんりゅうがわ ごうりゅうてんふきん み

げんろくよねん にじゅうすうぶねん しょくりん

とし ながあめ いなだに おお ひがい

き

ぶ たんい しゃく しゃく

ね は すいがい そな

ひとびと ち え

こまがねししもだいら

こうせい

こうせい つつ げんち

しょうきぼ つうか きょせき

りゅうぼく

まさつ ふせ ひょうめん きりいし

は

じゅうりょくしき

かつやく

どしゃさいがい ふせ しごと

どせきりゅう ひがい

ばい きゅう ぞうすいじ ていぼう かわぞこ

たいせき

げんいん

かいだん おそ

かんさつ

わ

はいりょしぜんかんきょう

みぜん ふせ

ふせ

し

せつ しゅるい

しゅるい

さぼう

とこがためこう

てい

まな じゆう か

※歩は長さの単位。8尺または6尺（2.4mまたは1.8m）
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学んだことを自由に書きましょう！

５限目：土砂災害に備えるために

危険な場所を確かめておこう

日頃からできることは何だろう？

土砂災害のおそれがある場所を事前に確かめることができる地図があります。地図には土砂災害の危険

箇所だけではなく、避難場所などものっています。

また土砂災害の危険箇所には様々な看板が設置されていますので、危険な場所を調べてみましょう。

土砂災害の前ぶれに注意

家のまわりをチェックしてみよう

土砂災害が起こる前に、「前兆現象」といっていくつかの前ぶれが見られることがあります。

こんな光景をみたら、周囲の人に知らせて、早く避難しましょう。

●避難場所を決めておく

避難場所と行き方を家族の人と決めて

おこう。

●連絡先を決めておく

家族がばらばらになった時のための連

絡先を決めておこう。

●非常用持ち出し袋を用意しておく

災害時に何が必要になるか家族で話し

合って、１つの袋にまとめておこう。

家族の人と決めたことを書いておこう

小石がパラパラ落ちてくる

雨が降り続いているのに

川の水位が下がる

斜面から水が吹き出す

山鳴りがする 地面にひび割れができる

それぞれの現象には

どのような災害のおそれ

があるのだろう？

宮田村防災マップ

防災マップ(ハザードマップ)

土砂災害危険箇所の表示板

砂防指定地 急傾斜地崩壊危険区域 地すべり防止区域 土石流危険渓流

・近くの渓流にかつて土石流が

起きた話はないか

・渓流のこう配が急で、とくに

大量の土砂が積み重なっていな

いか

・川原に中・高木が育っていない、

転がってきた石に苔がない渓流

ではないか

土 石 流

・傾斜地の角度が 30°以上、又

は、上部がはり出していたりし

ていないか

・がけに浮石や割れ目、あるい

はわき水や落石などがないか

・がけの頂上付近に新しいひび

われができていないか

・斜面上ある物が変形や移動し

ていないか

がけくずれ

・ゆるい傾斜地の傾斜が一様で

ない地形ではないか

・斜面にはえている立木が曲

がったり、不ぞろいになっては

いないか

・雑草が生えた棚田になってい

ないか

・がけの上部などにすべった跡

のようなところはないか

がけくずれ

ぼうさい

ひょうじばんどしゃさいがいきけんかしょ

ひじょうようも だ ぶくろ ようい

れんらくさき

ど せ き り ゅ う

お

やまな

ふ つづ

すいい

しゃめん ふ

じめん わ

まな じゆう か

げんめ そなどしゃさいがい

どしゃさいがい
けいりゅう どせきりゅう

ばい きゅう

たいりょう どしゃ つ かさ

かわら ちゅう こうぼく そだ

ころ こけ

けいしゃち けいしゃちかくど

うきいし わ

らくせき

ちょうじょうふきん

しゃめんじょう

ぜんちょうげんしょう

こうけい しゅうい

げんしょう

さいがい

ひなん

へんけい いどう

しゃめん たちき ま

ふ

ざっそう は たなだ

あと

さぼうしていち ぼうしくいき どせきりゅうきけんけいりゅうじきゅうけいしゃちほうかいきけんくいき

かしょ ひなんばしょ

さまざま かんばん せっち しら

きけん

ひごろ なん

ばしょ たし

どしゃさいがい まえ ちゅうい



8

学んだことを自由に書きましょう！

光前寺と土石流

課外授業：地域のことをもっと知ろう！

光前寺に伝わる早太郎伝説

見学ポイント⑦

　○御本尊　　不動明王

　○宗　派　　天台宗（比叡山延暦寺末）

　○開　基　　本聖上人

　○開基年代　清和天皇貞観２年（８６０年）

　光前寺は、古くは武田・羽柴家などの武将の保護を受け、特に徳川家からは地方寺院として破格の

60 万石の寺領と 10 万石の大名格を与えられるなど隆盛をきわめました。

今なお樹齢数百年の杉の巨木に囲まれた境内は、長野県下屈指の大寺であり、広く信仰を集めています。

また、境内全域が名勝庭園として国の文化財に指定されています。

光前寺

光前寺は 860 年（貞観 2年）に建立された有名なお寺です。

このお寺は早太郎伝説や光苔などでよく知られています。門前周辺

にはしだれ桜がたくさん植えられていて、春には美しく咲きほこり

ます。

また、光前寺内や周辺には七名石と同様に名前がついた巨石が点在

しています。一度探してみましょう。

上伊那の地名とその由来

地名にはさまざまな由来があります。

私たちの暮らす上伊那の地名にかくされた由来を紹介します。

天台宗とはどんな教えの宗派

でしょう？調べてみましょう。

光前寺は太田切川・中田切川の土石流氾濫域を避けた位置にあり、安全な場所に立地しているこ

とが分かります。光前寺の中に点在している巨れきは、約14万年以上前に太田切川の土石流によっ

て運ばれたものと考えられています。

田　切

伊那谷北部には「田切」という地名が集中しています。

太田切川や中田切川などの「田切」とは、扇状地に深い谷をつくって流れる川が、まるで田を切ってい

るように見えることから来た表現だといわれていますが、これとは別に、水が勢いよく流れるありさま

をいう動詞「たぎる」から生まれた言葉だという説もあります。

宮　田

「宮田」という地名が発生したころ、この地域では文字は一般化しておらず、口頭でしか使われておらず、

「みやだ」は「み」と「やだ」の二つの言葉から成り立っていると考えられます。

「み」は古い地名に数多く見られ、これは川や湿地を表わします。具体例は「箕輪」「御園」「神子柴」な

どがあります。

「やだ」については、これもまた湿地をいうものとみられ、具体例は「谷田」などがあり、「宮田」は湿

地帯を表わす地名だと考えられます。

赤　穂

駒ヶ根市は昭和 29 年に赤穂町、宮田町、中沢村、伊那村の二町二村が合併して生まれたものです。

そして「駒ヶ根」はその際、一般住民の意向を基に命名された新しい地名です。

合併前の「赤穂村」は明治 8年に赤須村と上穂村が合併し、両村から「赤」と「穂」をとって赤穂村が

生まれています。「赤須」は赤土のこと、「上穂」は段丘の高いところの意味ともいわれています。

まわりの地名にどんな由来があるのか郷土史などを頼りに調べて

みましょう。その地域の昔の様子が見えてくるかもしれません。

むかし、むかし

700 年ほど前のはなし。

光前寺には風のように早く走る「早太郎」

という山犬が飼われていました。ある日、

一実坊という旅の坊さまが訪ねてきまし

た。

「遠州（静岡県磐田市）で、祭りの日に娘

をお供えする悲しい習わしがあり、それが

化け物の仕業なんです。」「化け物が恐れて

いる早太郎をさがしてここまで来ました。

どうか早太郎をかしてください。」それを

聞いた光前寺の和尚さんは「早太郎、行っ

て助けてあげなさい」と言いました。

早太郎は遠州に向い、娘の身代わりとなっ

て化け物の”老ヒヒ”を死闘のすえ退治

したのでした。

傷ついた早太郎は、光前寺に戻ると静か

に息を引きとりました。その後、早太郎

は「霊犬早太郎」と言

われ、

不動明王の化身とし

て、また災難除、

厄払の御利益があると

言われ、信仰をあつめ

ています。

※早太郎伝説がとりもつ縁で磐田市と駒

ケ根市は友好都市になっています。

光前寺にまつわる早太郎伝説とは・・・

どせきりゅう

かがいじゅぎょう ちいき し

こうぜんじ

かみいな ちめい ゆらい

まな じゆう か

けいだい ながのけんか　くっし おおでら しんこう あつ

けいだいぜんいき めいしょうていえん くに していぶんかざい

おおたぎりがわ なかたぎりがわ どせきりゅうはんらんいき さ い ち あんぜん ばしょ りっち

てんざい きょ やく

かいそねんだい

ふどうみょうおう

ひえいざんえんりゃくじ

せいわてんのう

たけだ はしばけ ぶしょう ほご う とく とくがわけ ちほうじいん はかく

まんごく まんごくじりょう だいみょうかく あた りゅうせい

じゅれいすうひゃくねん すぎ きょぼく かこ

だんきゅう い み

きょうどし たよ

ちいき ようす

しら

ことば せつ

しょうかい

しゅうは

しら

ごほんぞん

し ゅ う は

か　い　そ

あら

あかほまち みやだまち なかざわむら いなむら がっぺい

さい いっぱんじゅうみん いこう もと めいめい

がっぺいまえ あかほむら あかずむら

あかず あかつち

うわぶむら

うわぶ

いきお

どうし

はっせい ちいき いっぱんか こうとう

ことば な た かんが

しっち あら ぐたいれい みのわ みその みこしば

や だ

きょせき てんざい

いちど さが

てんだいしゅう

てんだいしゅう

おし

く かみいな

た　ぎ　り

み　や　だ

みやだ

あ　か　ほ

たぎり

たぎり

いなだに ほくぶ しゅうちゅう

おおたぎりがわ なかたぎりがわ せんじょうち

ひょうげん べつ

じょうがん

じょうがん

こんりゅう

はやたろうでんせつ ひかりごけ もんぜんしゅうへん

う さ

ななめいせき どうよう

れいけんはやたろうか

いちじつぼう たび ぼう たず

えんしゅう しずおかけんいわたし まつ むすめ

そな かな なら

しわざ おそ

おしょう

むか みがわり

ろう しとう たいじ

きず もど しず

ふどうみょうおう けしん

さいなんよけ

やくよけ ごりやく

しんこう

えん いわたし

ゆうこうとし
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千畳敷カール

しらび平

宮田高原

駒ヶ根高原

伊那峡

光前寺

駒ヶ根市

宮田村

駒ヶ根I.C
中央高速道

天竜川上流河川事務所

駒ヶ根市役所

宮田村役場

天竜川

太田切川

JR飯田線みやだ

おおたぎり
こまがね

こまちや

大久保ダム

大久保橋
大田原橋

駒見大橋
天竜大橋

小鍛冶橋

吉瀬ダム

北の城橋

宝剣岳
西駒ケ岳

三ノ沢岳

檜尾岳

小田切川

駒ヶ根市・宮田村に伝わる災害

課外授業：駒ヶ根市・宮田村に伝わる災害おはなしを読もう

むかし、天竜川の中にどんな洪水の時にもけっして沈まないとい

う不思議な大岩があり、「浮島」とよばれていました。

「そのむかし、東の山から一頭の鹿がでてきてな、里の人々が捕ま

えて皮を剥いでみたんじゃ、この鹿の腹の中には小鹿が宿っておっ

てな、哀れに思った人々は袋子を浮島へ埋めたそうな。母鹿は小鹿

をおぼれさせまいとしたんじゃろ、洪

水でどんなに川の水が増えても島を浮

き上がらせたそうじゃ。」

時の流れとともに天竜川の河床が上昇し浮島は埋没してしまいましたが、

当時の浮島は大岩の上に水神様が祀られ、その周りには５本の赤松が植

られていて、とても美しい姿をしていたということです。

竜や河童が棲むと恐れられていた「下がり松」と呼ばれる淵がありました。寛政

元年（1789 年）に天竜川の大洪水で川筋が西へ移り、下がり松の淵は枯れ、こ

の辺りは荒れ果ててしまいました。この地に屋敷をかまえていた中村新六は、堤防

を築き、水を引き入れるためのトンネルを掘って美田を築き上げました。高遠藩の郡奉行であった坂本

天山は、美田の一角にあった巨石に、中村新六の偉業を称えた碑文を彫りました。

荒らせばたちまちに雨が降ると伝えられる濃ヶ池。むかし、駒ケ谷のふもとの内の萱という部落に、

母親と二人きりで暮らしていた娘が、大蛇の化身であった若者の後を追って、同じ

この池に身を投じ、若者は竜に、娘の霊は鬼と化して池に棲むようになったという。

（長野県上伊那郡誌第五巻民俗篇上より）

さて、下がり松の淵にいられなくなり困り果てた河童は、中村新六殿が墾田の帰り道、「良いこ

とを教えてあげる」と言って馬のしっぽにつかまり、屋敷にたどりつきました。そこで河童は、痛風

にきく妙薬の作り方を伝授したところ、この河童の妙薬が諸国で大いに売れて、中村家は大

繁盛したということです。

大正十三年（1924 年）の夏、旱のための水の奪い合いがおこった時、光前寺の檀徒が安置し

てあった青獅子を持って西駒ケ岳に登頂し、濃ヶ池の清水を青獅子に注いで雨乞いの祈願をしたとこ

ろ、突然雷鳴とともに雨が降り出し、村人の争いは治まりました。青獅子や川・池に棲む竜や大蛇には、

水を司る力があると信じられています。

太田切川は、「人取り川」とも呼ばれていたほど、大水がでると荒れる川でした。

－天明三年（1783 年）五月、この地を旅した菅江真澄は「伊那の中路」に「田切田

切七たぎりある中にも、心すべきは大たぎりなり、水あらく石たかにして、先達なく

ては渡りえ難し、まして雨いささか降りてみかさまされば、水にいそはえて留まるべ

し、この川、年毎に人ながれ侍るを、ためしのよふにおぼへはべる。今年も旅人二人

死したると里人語りぬ。」と記している。－（歴史の道調査報告書Ⅵ～Ⅹ、伊那街道より）

伊那街道の難所のひとつであった太田切の渡し場近くには、「無縁仏」と呼ばれる石造物二十二基があり、

洪水で流されてしまった旅人の霊を弔ったところと伝えられています。川が整備され、洪水被害は少な

くなりましたが、川下を向いて鎮座している大日如来像は、不慮の死を遂げた旅人や暮らしを支える大

切な馬を流されてしまった人々をいたわるように今も見守っています。

浮島（駒ヶ根市　天竜川小鍛冶大橋より上流付近）

３３３

１１

２２

４４

１１

２２

３３

４４

かがいじゅぎょう こまがねし みやだむら つた よさいがい

こまがねし

さかもとてんざん こんでん

のうがいけ みやだむら

みやだむらおおたぎりむえんぼとけ

こまがたけ

ひ こまがねし ひがしいな

こまがねし てんりゅうがわこかじおおはしうきしま じょうりゅうふきん

みやだむら さいがい

こうずい しず

ふしぎな おおいわ

おおいわ

うきしま

うきしま

いっとう しか さと つか

かっぱ す おそ さ まつ よ ふち かんせい

がんねん かわすじ うつ ふち か

あた あ は ち やしき なかむらしんろく ていぼう

きず ほ びでん きず たかとおはん こおりぶぎょう さかもと

てんざん いっかく きょせき いぎょう たた ひぶん ほ

こま は こんでん かえ みち

やしき つうふう

みょうやく でんじゅ しょこく だい

はんじょう

あ
ふ のうがいけ

のうがいけ しみず

こまがたけ うち かや ぶらく

ははおや く むすめ だいじゃ けしん わかもの あと お おな

み とう れい おに か いけ す

ながのけん かみいなぐん し じょうだいごかんみんぞくへん

たいしょうじゅうさんねん ひでり うば あ だんと あんち

あおじし あおじしにしこまがたけ そそとうちょう あまご きがん

とつぜんらいめい

おおみず あ

てんめいさんねん たび すがえますみ たぎりた

ぎりなな せんだつ

わた がた あめ ふ とど

かわ としごと はべ

し さとびとかた れきし ちょうさほうこくしょしる いなかいどう

なんしょ わた ば ちか むえんぼとけ せきぞうぶつ

たびひと れい とむら つた せいび こうずいひがい

かわしも ちんざ だいにちにょらいぞう ふりょ と く ささ

なが みまも

ふ あらそ おさ す だいじゃ

つかさど しん

かわ は はら こじか やど

あわ ふくろご う ははじか

ふ

かしょう じょうしょう まいぼつ

とうじ すいじんさま まつ まわ あかまつ うえ

すがた
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学んだことを自由に書きましょう！

自分たちでそれぞれ出来ることはなんだろう？

６限目：災害時の対応について考えよう！ 災害が起こったらどうするか

災害を防ぐために働く人びと

災害を軽減するために重要なこと

「公助」として行われていること

土砂災害の危険を感じたら、早めに避難することが大切です。

災害はいつ、どこで起こるか分かりません。災害を未然に防ぐために、いろいろなところで、いろいろ

な人がたえず努力をしています。

テレビやラジオで情報収集 雨の情報などの気象情報を知ることが大事です。

防災無線や広報車による呼びかけに注意する 避難勧告や避難指示があれば従いましょう。

声のかけ合いと助け合い
お年寄りや体の不自由な方などには、近所の人とも協力し

て避難しましょう。

自　助

公　助 共　助

自分の身を自分の努力によって

守ること

身近な人々や地域の人など

近隣社会で連携して助け合

うこと

行政が個人や地域の取り組みを

支援したり、「自助・共助」で

は解決できない大くくりの仕事

災害を軽減するためには、「自助、共助、公助」が重要であると言われています。

例えば、阪神淡路大震災では、倒壊家屋の下から救出された全体の約3/4の方々は、地域住民の方々から助け出

されたと言われています。このように、自らの身は自分で守ること、隣近所が助け合って守ることなどが大切

です。

「自助」自分の身を守るためにできること

「共助」身近な人々を助けるためにできること

・土砂災害に関する情報提供

土砂災害にあわないためには、迅速な警戒・避難が大切です。そこで、行政は関係機関と連携して、雨量

情報や警戒避難情報等を提供しています。

提供されている情報を

調べてみよう

じじょ

じじょ

きょうじょ こうじょ

きけん ひなん

きしょうじょうほう

ひなんかんこく ひなんしじ したが

としよ ふじゆう きょうりょく

ひなん

みぜん ふせ

どりょく

はんしんあわじだいしんさい とうかいかおく きゅうしゅつ たすちいきじゅうみん

となりきんじょみみずか

どしゃさいがい じょうほうていきょう

じんそく けいかい ひなん ぎょうせい かんけいきかん れんけい うりょう

けいかいひなんじょうほうとう ていきょう

しら

きょうじょ

げんめ たいおう かんが

ぎょうせい こじん ちいき

しえん じじょ きょうじょ

かいけつ しごと

じ じょ

こう じょ じょきょう

じょうほうしゅうしゅう

ぼうさいむせん こうほうしゃ

きんりんしゃかい れんけい たす あ

さいがいじ

けいげん

はたら

こうじょ

まな じゆう か




